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Ⅰ．本研究の意義
　本研究は，政治的判断力の基礎を養う授業を開
発することが目的である。
　ここで育成する政治的判断力とは，社会の秩序
を維持するための仕組みであるきまりを多面的・
多角的に分析し，批判的に判断する力と定義する。
なぜ，このような政治的判断力の育成が必要だと
考えるのか。その理由として，政治的判断力の基
礎を養う授業が行われていないこと，主権者教育
では政治的判断力の育成を行うことを避けられて
きたということ，教員の教授する知識に限界があ
ることの３点を挙げることができる。この政治的
判断力の育成については，服部をはじめ，様々な
研究１）が見られるが，本研究では，その基礎とな
る力として，社会におけるルールの変更・追加・
実施の過程に注目した。
　以上を踏まえ，2008年度版学習指導要領の中学
校社会科公民的分野の導入にあたる内容Ａ「私た
ちと現代社会」，「現代社会の枠組み」の内容
に示されている「対立と合意」，「効率と公正」を
使って，ルールの変更・追加・実施を行い，社会
の仕組みを体験的に学習することを通して，政治
的判断力の基礎を養うことを目指す。
　なお，学習指導要領と副教材の分析，教科書の
事例分析，スポーツマンシップについての分析の
３点から論じていく。
Ⅱ．中学校社会科における政治的判断力の
基礎の育成
「対立と合意」，「効率と公正」の扱い
　学習指導要領や副教材『私たちが拓く日本の未
来』を踏まえると，「対立と合意」，「効率と公正」
は以下のように定義することができる。
　まず，対立とは，「多くの人々は家族・学校・
地域社会・職場などの様々な集団を形成し，それ
に所属して生活をしている。その集団に所属する
人は，一人一人個性があり多様な価値観を持ち，
利害の違いがあるため，集団の中で問題（トラブ
ル）や紛争が生じること２）」とされている。そし
て合意とは，「多様な考え方を持つ人が社会集団の
中で共に成り立つように，互いの利益が得られる
ように何らかの決定を行うこと３）」とされている。
　このことから「対立と合意」は，社会集団に所
属する人と人との間に生じる問題や紛争を解決す
る手段として，どのような決定が望ましいのかき
まりを作り，互いが不利益になることなく満足で
きるように取り決めることと定義する。
　次に効率とは，「合意された内容は社会全体でよ
り大きな成果を得るものになっているかについて
検討すること４）」とされている。そして公正とは，
「合意の手続きや内容についての公正さについて
検討すること５）」とされている。
　よって「効率と公正」は，合意された内容が社
会全体の利益になっているのかを検討し，それが
本当に正しい決定であるのかを吟味することと定
義する。
　では，学習指導要領に対し，教科書では，「対
立と合意」，「効率と公正」は，どのように扱われ
ているだろうか。
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　2008年の学習指導要領に対応する教科書の記述
と副読本及び対応する評価のための問題集の問題
例における事例を比較し，その特徴と関連を見て
いこう。ここでいう事例とは，「見方・考え方」
を理解させるために，教科書に提示されている事
例である。教科書は授業を行う上で，学習の組み
立てを考えて作成されている。そのため，教科書
の事例を分析することで，「見方・考え方」の授
業におけるパターン，事例の傾向を把握すること
ができる。教科書は，現場のニーズをふまえ，作
成される。現段階での「見方・考え方」の取り上
げ方の傾向を捉える上で適切な題材と言えよう。
なお，分析を行う教科書は，2016年の教科書発行
者別冊数で上位３社６）である東京書籍，教育出版，
日本文教出版から出版された中学校社会科公民的
分野の教科書を取り上げる。
　この分析の結果，教科書会社３社では，24事例
が挙げられていた（以下，事例①-曳）。それらは，
「シミュレーション的な事例」と「事実に基づく
事例」のどちらに分類されることが分かった。表
１はこれらの事例と対応する「生徒に身に付けさ
せる力」を整理したものである７）。
　「シミュレーション的な事例」とは，生徒に「対
立と合意」，「効率と公正」の考え方を理解させる
ため，生徒が経験しそうな内容を含んだものであ
る。生徒はその事例の中で挙げられる問題点を整
理したり，きまりについての検討や評価を行った
りする。またこの事例は，生徒の個別の知識や経
験から考えることのできるものになっているた
め，抽象的な内容となっている。「事実に基づく
事例」とは，社会において実際に起こった具体的
な内容を含んでおり，シミュレーション的な事例
を補足するものとなっている。
　なぜこのような構成となっているのか。その理
由として２点ある。
　まず，「シミュレーション的な事例」では，見
方・考え方を掴ませることがねらいとなっている
ためである。公民的分野では，「対立と合意」，「効
率と公正」の考え方を用いて政治・経済・国際社
会の学習を進めていく。その導入段階にあたるた
め，実際の社会問題ではなく，生徒に身近な問題
を基にしたシミュレーション的な事例を用いて，
見方・考え方を掴ませ，今後の学習に結び付ける
ようにしているといえる。
　次に「事実に基づく事例」では，「対立」，「合
意」，「効率」，「公正」という考え方の社会の中で
の使われ方を実感させ，これらの社会的な意味を
把握するためのものといえる。
　次に，評価のための問題集にある事例の特色と
しては，教科書で取り上げられている事例の重な
る事例は挙げられていなかったが，穴埋め問題や
記述問題が設定されていた。具体的には，「ルー
ルとは何か？」や「ルールには種類がある」，「家
族の変化やその役割」である。
　教科書の事例からは，見方・考え方である「対
立」，「合意」，「効率」，「公正」を掴ませるために，
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表１　教科書会社３社で挙げられた事例の分類と生徒に身に付けさせる力
生徒に身に付けさせる力事実に基づく事例シミュレーション的な事例教科書
ルールの持つ役割を考えること
のできる力嘘，唄，蔚，鰻臼，渦，欝東京書籍
話し合いを通して妥協点などを
他者と考えることのできる力浦，瓜，閏，噂姥，厩教育出版
ルールを作り，見直し，評価の
できる力営，嬰，影，映，曳云，運，雲，荏，餌，叡
日本文教
出版
生徒の経験に基づいた「シミュレーション的な事
例」とそれを補足する「事実に基づく事例」の２
つを用いた学習が想定されていた。また，その学
習の成果を図る問題集では，教科書の事例とは別
の事例が設定されていた。このことから，どのよ
うなことが言えるだろうか。
　図１は，生徒が獲得・形成した社会的事実の把
握，社会的事実・事象間の関係性の把握，社会的
意味・意義の把握といったいくつかのレベルの異
なる社会の分かり方とその関係性を示したもので
あり，授業後に想定される社会認識の全体８） を示
したものである。これは，「個別的知識」を基礎
とし，「一般的知識」，そして「価値的知識」とで
構成されている９）。社会認識の全体は，授業者か
ら働きかけた知識を示したもの（右）と生徒自身
が創出する知識を示したもの（左）に分けること
ができる。授業者は「問い」を通して，知識を示
し，もしくは生徒に知識を創出させる。このよう
な過程を経て，生徒の社会認識が形成されること
を考えると，その結果は命題化された知識として
整理することができる10） 。 
　このような考え方に立つ図１に，先の分析を当
てはめると，「現代社会の枠組み」の内容は，一
般的知識である見方・考え方を教える際に，基礎
となる個別的知識は，「シミュレーション的な事
例」と「テスト問題で問う事例」があることが分
かる。
　通常は，授業内で扱った内容がそのままテスト
で問われることが多いにも関わらず，なぜ，この
ような構成になっているのか。それは，見方・考
え方をイメージさせるために，生徒の経験に基づ
いて考えることのできる事例を用いる必要がある
からである。 教科書では，学校のルールやマン
ションの駐車場問題など，生徒に身近な事例を挙
げている。一方，「見方・考え方」の習得を見る
評価のための問題集では，教科書で取り上げた事
例と同じものを取り上げると，「見方・考え方」
の習得と事例の理解の区別をつけることができな
いためと言える。
　よって，知識を問うテスト問題とは異なり，抽
象的な内容である見方・考え方の活用の状況だけ
を見ようとすれば，新たな事例を取り上げるとい
うことになろう。
　以上のような特色を踏まえ，開発する授業の条
件を以下のように整理することができる。
①生徒に身近な題材
②政治的中立性の確保
③具体的な活動
である。
　本研究では，この条件を踏まえ，保健体育科で
行っている「スポーツ」を事例とした授業開発を
行う。
　スポーツは，生徒は体育などで競技を行ってお
り，そのルールをある程度理解していることが想
定される。そのため，生徒に対し，新たな説明を
それほど必要としない。さらに，保健体育科と連
携することで，作成したルールを試行することも
可能である。
　以上のような便宜上の理由に加え，社会におけ
る「見方・考え方」を捉える縮図が，スポーツの
中に見られる。以下，スポーツと社会の関係につ
いて整理しよう。
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図１：形成される学力の枠組み
井上奈穂「中等社会系の学習評価論」棚橋健治編著「中等社会系教育」
協同出版，2014年，p.200-201を基に作成　　　　　　　　　　　　　
　 教材の特質－スポーツのルールに着目して－
　スポーツは，社会生活を送る上でテレビ・新聞
などのメディアによって，生徒はよく目にしてお
り，身近な存在である。しかし，身近さだけでは
教材選定の理由として不適切である。筆者は，ス
ポーツに関する一連の活動が社会の営みと重なる
部分が多いと考える。理由は２点である。
　１点目，スポーツと社会は，ルールを決定し，
秩序を保っているという共通点がある。スポーツ
でいうルールは，競技規則，社会でいうルールは
法であるといえよう。このように捉えると，スポー
ツにおける競技規則の「変更・追加・実施」は，
法の制定，実行など，社会で行われている手順と
重ねてみることができる。つまり，スポーツは，
政治を模擬的に体験する場と捉えることができる
のである。
　２点目，いわゆる「スポーツマン」は，社会科
で育成しようとする「良き市民」と重なる点であ
る。広瀬は，スポーツを「運動を通して競争を楽
しむ真剣な遊び11）」と定義している。そして，ス
ポーツマンについて広瀬は，「いい仲間，かっこ
いい人12）」と定義し，スポーツマンシップを「ス
ポーツマンに求められる心構え，かっこいい人に
なるための条件13）」としている。また広瀬は，協
同することこそがスポーツマンとしている。この
協同とは，相手・味方を問わず，尊重する態度を
持ち，競技を行うことである。この態度を持つ人
が「いい仲間になり，かっこいい人」となる。こ
れらを踏まえて広瀬は，スポーツが成り立つため
には，図２にある３つの要素が必要となり，どれ
か１つでも欠けた場合，スポーツは成立しないと
している。また，この３つの要素には前述したス
ポーツマンシップに必要な条件も含まれている。
広瀬は，この３つを尊重することが，その競技を
尊重することであり，その競技の価値を認めるこ
とになるため，図２の３つの要素を尊重すべきも
のとしている14）。またこれがスポーツマンに必要
とされる最も基本的な前提条件15）ともしていた。
この３つの要素については以下のことがいえる。
　まずプレイヤーにおいては，相手・味方の両方
の意味が含まれている。団体競技においても個人
競技においても存在し，互いに勝利を目指し，切
磋琢磨することがスポーツの持つ楽しさに繋が
る。また，相手を尊重する態度を持ち，プレーす
ることもまた必要になる。
　次にルールにおいては，図３のような３つの機
能が存在する。相手と競技を行う際には，①公平
さや同レベルの相手などの条件を揃えること。②
自分自身や相手に危害が及ばないように暴力的な
行為を抑制すること。③サッカーでいえばオフサ
イドのように，簡単に得点が取れないようにする
こと。以上の３つがルールの機能である。そのた
めルールを尊重することは，ゲームの楽しさや安
全，公平性を保障することに繋がる。
　さらに審判においては，ルールを把握し，ゲー
ムを裁くことで，プレイヤーに秩序を与える中立
的存在といえる。またルールだけでなく，伝統や
慣習という不文律にも基づいてゲームをコント
ロールする。そのことから，審判を信頼すること
は，健全なゲーム運営やルールの尊重にも繋がる。
　以上のことからスポーツマンとは，図２にある
ゲームが成り立つ３つの要素である「プレイヤー，
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図２：スポーツが成り立つ３要素
広瀬一郎『新しいスポーツマンシップの教科書』
学研教育出版，2014年，p.4６-47を基に著者作成
ルール，審判」を尊重し，競争の中でゲームを楽
しむ存在といえる。このことから，「尊重する態度」
を持つことは，スポーツマンにとって必要な条件
であり，資質となる。
　このスポーツマンシップは，市民社会で生きる
市民の資質と重なる。それはなぜか。社会では，
多数の人々が関わり合いながら生活をしている。
その中で，全ての人が良い生活を送るためには，
明確な判断基準が必要となる。この明確な判断基
準がルールであり，これを遵守し，生活すること
で，社会は秩序を維持している。そのため，人は
ルールという判断基準に基づいて，他者を尊重し，
共に生活をしているといえる。それは，競技規則
というルールを設けているスポーツにおいても同
じである。スポーツマンもルールに基づいて，相
手を尊重し，試合を楽しんでいる。よって，両者
ともルールに基づいて活動を行っているという共
通点がある。 
　以上の考察を踏まえると，スポーツを教材とす
る意義は以下のようになる。
　まず，生徒にとってスポーツは体育の授業で競
技を行い，運動系部活動に所属する生徒がいるな
ど，学校生活において身近なものである。また，
各競技にプロ・アマチュアを問わずチームが存在
し，そのチームの試合をスタジアムやテレビ中継
での観戦やニュースなどで目にすることができ
る。そのため学校内外を問わず，スポーツは生徒
の生活の中に溢れており，詳しいルールを知らな
くとも競技の内容を理解している生徒が多い。
　次に，スポーツを題材に扱えば特定の政党を支
持・反対することを避けることができ，「政治的
中立性」を担保することができる。スポーツの競
技規則の「変更・追加・実施」を体験することを
通して，政治を模擬的に体験し，理解することに
繋げることができるのである。
　最後に，教科書の分析で明らかとなった事例は，
学校のルールやマンションの駐車場問題など生徒
の生活に直面する内容であった。しかし，話し合
いをしたとしても，その結果を実際に行うことは
難しい。そのため，ルールを作ったとしても，実
際に行ってみないと良いルールであったか確認す
ることができない。その面，スポーツは実際に授
業時間内で行うことができ，その作ったルールに
ついて振り返る活動も行いやすい。また体育の時
間と連携して行うことができ，競技の上手さだけ
でなく，ルールの大切さについても理解すること
ができる。そのことから，スポーツを題材に扱う
ことは，政治的判断力の基礎を養う授業として適
しているといえよう。
Ⅲ．中学校社会科における政治的判断力の
基礎の育成の実際
　―単元「サッカーのルールを考えてみよう」の
場合―
　 単元の構成
　本単元は，社会科と保健体育科が連携した授業
である。社会科の内容と，中学校保健体育科体育
分野(平成29年告示)「運動に関する領域」の内容
Ｅ「球技(ア：ゴール型)」を連携させることを想
定している。また，現代社会の見方・考え方であ
る「対立と合意」，「効率と公正」の活用も意図し
ているため，今後の公民的分野の学習の導入単元
に位置づく授業でもある。
　単元は全３時間から構成されており，内容は表
２の通りである。
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図３：ルールの３機能
広瀬一郎『新しいスポーツマンシップの教科書』
学研教育出版，2014年，p.49-50を基に著者作成
　授業の流れ
【1】1時間目
：授業展開「サッカーのルールを作ろう」
　１時間目は目標を「話し合いを通して，全員が
納得できるサッカーのルールを作成することがで
きる」，そして作業課題を「みんなが納得できる
サッカーのルールを作ってみよう」と設定してい
る。この授業は４つの学習活動で構成しており，
生徒はルールカードを組み合わせ，ルールを作成
する。
【2】2時間目
：授業展開「決めたルールでサッカーをしてみよ
う」
　２時間目は目標を「決めたルールでサッカーの
試合を行い，ルールの疑問点などに気付くことが
できる」，そして作業課題を「みんなで決めたルー
ルでサッカーをしてみよう」と設定している。こ
の授業は3つの学習活動で構成しており，グラウン
ドにてサッカーの試合を行う。そのため，授業開
始前にサッカーコートの整備やボール等の用具の
準備を行う必要がある。
【3】3時間目
：授業展開「態度についてのルールを含めるかど
うか考えてみよう」
　３時間目は目標を「意見の分かれるルールにつ
いて考えることを通して，ルールには規則と規範
のように種類があるということに気付くことがで
きる」，そして作業課題を「態度についてのルー
ルを含めるかどうか考えてみよう」と設定してい
る。この授業は５つの学習活動で構成している。
　まず導入では，前時の振り返りとルールの是非
について考えさせる。この際に，前時に行った
「ルールを作り直したいと感じたか？」の問いに
ついて，クラスでの回答の割合をグラフにしたも
のを示す。その上で授業者が「態度についてのルー
ル」を加えることを提案し，その是非を「賛成」・
「反対」で判断させる。その後，４－５人にどう
判断したのか質問する。
　１つ目の展開では，実際のサッカーの試合にお
いて起こった「態度」についての事例として，「Ｗ
杯ポーランド戦でのパス回し」を挙げる。そして
個人に分かれ，このパス回しについて，観客と選
手の立場から，自分であればどのように思うのか
資料から，それぞれ３分間考えさせる。この資料
とは，観客の立場で考える際は，２つの試合映像
（試合ハイライト・パス回し)，選手の立場で考え
る際は，パワーポイントを用いた授業者の説明(同
内容の資料１も配布)である。
　２つ目の展開では，この「パス回し」を肯定・
否定した新聞記事と画用紙を配布し，４人グルー
プで１時間目と同じ役割にて，５分間で「どちら
の記事に共感したのか」について話し合い活動を
行う。話し合った内容は画用紙にまとめ，その理
由についても考えさせる。
― ４６ ―
表２：「サッカーのルールを考えてみよう－現代社会の見方・考え方から－」単元構成
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　３つ目の展開では，話し合った内容を各グルー
プ２分間ずつで発表する。この際は，机を元の形
に戻し，発表を聴くように指示を行う。
　最後に終結では，個人に分かれて，態度のルー
ルカードから１枚選択して，態度についてのルー
ルを決定させる。このルールについて要らないと
判断した場合は，その理由を考えさせる。そして，
授業の振り返りとして，「ルールとは何か」につ
いて考えさせる。
表３：「サッカーのルールを考えてみよう－現代社会の見方・考え方から－」評価規準
学習指導案：３時間目の授業展開「態度についてのルールを含めるかどうか考えてみよう」
　単元の評価方法
【1】評価規準
　この単元において，生徒が目標を達成できてい
るかについては，３時間目のワークシート「態度
についてのルールを含めるかどうか考えてみよ
う」の「なぜそのルールを選択しましたか？(要
らないとした理由はなぜですか？)」という設問
に対する回答で評価する。そして評価は，表３に
あるルーブリックを基に行う。このルーブリック
は，右列にある評価項目が最も重要となっており，
生徒の回答を左から見ていく。
　ルーブリックの評価規準は，５段階評価になっ
ている。その規準は，評価１は「ルールカードが
選べておらず，理由も書けていない場合」，評価
２は「ルールカードを選び，根拠のない理由を書
いている場合」，評価３は「ルールカードを選び，
根拠のある理由を書いている場合」，評価４は，
「ルールカードを選び，自身の経験や授業内容な
どに関連付けた理由を書いている場合」，評価５は
「ルールカードを選び，自身の経験や授業内容な
どに関連付けられており，ルールの意義や意味に
関する内容を書いている場合」とする。
【2】到達度における評価の例
○評価１
　この評価は，作業を行っていない無回答の状態
に付けられる。
○評価２
　この評価は，ルールカードの選択や理由を書く
ことはできているが，根拠のない理由を書いてい
る場合に付けられる。
○評価３
　この評価は，ルールカードの選択と理由が書け
ており，その理由に根拠がある場合に付けられる。
この評価３が平均となる。
○評価４
　この評価は，ルールカードの選択と理由が書け
ており，その理由に自身の経験や授業内容などに
関連付けた根拠がある場合に付けられる。
○評価５
　この評価は，ルールカードの選択と理由が書け
ており，その理由に自身の経験や授業内容などに
関連付けた根拠があり，ルールの意義や意味など
に関する記述がある場合に付けられる。
Ⅳ．本研究の成果と課題
　本研究では，中学校社会科公民的分野の「現代
社会の枠組み」に着目した，政治的判断力の基礎
を養う授業開発を行った。
　本研究の成果は，まず教科書の事例分析を行い，
「現代社会の見方・考え方」の内容には，教材内
にズレがあるということが分かった点である。教
科書の事例は２つ（シミュレーション的な事例と
事実に基づく事例）に分類することができ，この
事例を用いた学習が想定されている。評価のため
の問題集でも同様の分類が見られるが，事例その
ものの重なりは見られない。
　次に，社会とルールを表すものとしてスポーツ
の競技規則に着目し，単元「サッカーのルールを
考えてみよう―現代社会の見方・考え方から―」
― ４８ ―
図４：到達度における評価の例
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を開発した点である。この単元は，サッカーと社
会には「競技規則」と「法」というルールを設定
して秩序を保っている共通点がある。そのため，
サッカーを「小さな社会」と仮定すると，サッカー
の「競技規則」の「変更・追加・実施」を行うこ
とを，政治で行われている手順を模擬的に体験す
る場として捉えることができる。この視点に基づ
き，政治的判断力の基礎を養うことができると考
えられる。
　この単元の特徴としては，①学習する政治・経
済・国際社会に繋がる単元である点。②保健体育
科と連携して授業を行うことで，ルールの大切さ
やそれを遵守する態度を学ぶことができる点。③
生徒が作成したルールを授業内で試行する点。と
いう３点が挙げられる。
　最後に，保健体育科で行われている授業内容を
関連させることにより，スポーツを社会科の題材
として捉えた点である。　
　今後の課題としては，開発した単元において，
題材に，他教科の内容を踏まえていない点である。
今回は保健体育科からサッカーのみを題材として
扱った。今後は，多様な視点を得るために，他教
科の内容を踏まえた授業を作成していきたい。
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